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	 周知伝達の重要な機能 
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	＜意思決定の役割＞ 
	7. 企業家 
	 コントロールされた変革の創発者・設計者 
	 状況に改善の必要を認めたら→「改善計画」 

	8. 障害処理者 
	 障害の発生に対する事態の修正 
	 障害の３タイプ 
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	 疑問：リスクMgrではないのは？事前の備えは？ 

	9. 資源配分者 
	 自分の組織がどこに努力を傾注するか決める 
	 資源配分の３要素 

	10. 交渉者 
	 組織の利益のために交渉する 
	 交渉がＭｇｒの職務の中枢 
	 


	Ｍｇｒの６つの基本目的 
	組織の財やサービスの能率的生産を確保すること 
	安定的な組織業務をデザインし、維持すること 
	組織を計画的な方法で変化する環境に適応させること 
	組織が組織を動かしている人たちの目的に役立つようにすること 
	組織と外部環境をつなぐ重要な情報リンクとして働くこと 
	組織の地位体系を操縦すること 

	３～４章に対する北村の感想と疑問 
	 ありがちな「マネジャー論」と違い「べき」は語っていない上、綿密な調査に沿っているため、現実感が高く「え～～、やっぱりそうなんだ」といった、軽い驚きと強い納得・共感を与えている。 
	 多くのマネジャーが持っているであろう「自分のありかた・たちふるまいはこれで良いのかな？」という不安を「（とりあえず）それでいいのだ」と一刀両断にしている。 →マネージャーの日常を意味づけし、自信と勇気を与えている。 
	 ６つの基本目的がＭｇｒの行く先を強く示唆している （これがなかったら単なる現状の説明で終わってしまっているはず） 
	 現状としてはコンセプチュアル・スキルなんて要らない？（だとすると日本のマネジャーはイケてる？） 
	 電子メールなどの影響は？（どのメディアを代替？補完？強化？） →Ｍｇｒが何とみなしているか？Ｍｇｒの行動がどう変容しているか？は興味深い （かつて、年配の会社員は「メールは（公式）文書の代替物」と捉えていた節がある） 




